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開学20周 年記念式典式辞

イ〈目こ こ に 、 文部 省 は じめ 多数 の こHを お迎 え

し、il卜F芦201胡年 δ己,念ユ覧典,を 〉差そf冒で きま ナこ とは 、杜、

ど も教 職 員 ・同 の 大 き なよ ろ こ び とす る とこ ろ で ご

さーい ます、、

か え りみ ます と 、 本道 の 医 師不 足 と い う医療 事 情

に 対処 す るた め 、文 部 省 の ご指 導 を頂 きっっ 、開 学

に至 る まで に は 、北 海 道 知 事、旭 川 市長 、本道 ご出

身 の国 会議 員の 方 々 を は じめ 、 本 日 ご米 賓 と して ご

出 席 を仰 いで お ります 、 関係 各位 の 筆 舌 につ くせぬ

ご努 力が ご ざい ま しオン、

II"和48年ll月511に1期 生 、100名 を 入学 させ た

本学 も、20周 年記 念式 典 を迎 え る に至 り ま した 、

い わ ば 、成 人のllを 迎 え た わ けで ご ざい ます が 、

成 人 に達 した 私 ど もの 大学 に今 、求 め られ て お りま

す こ と は 、 「メく学 の 冬の時 代 」と い われ て い る 、厳

しいf見実 の な かで の生 き残 りを か けて の ス トラ ッテ

ジー で あ りま 『ザ.,

大学 審 議 会の モ次 に亘 る 答 申 で も明 らか なよ うに 、

本学 も闊達 で 多様 な写蓋展 を遂 げ る よ う教 育 の基 本的

な枠組 み を定 めて い る諸 基 準の 大綱 化 と 自 らの責 任

にお い て教 育 研 究 診 療 の 不 断 の改;+';を 計 るべ く、 自

己点検 ・評 仙 の シ ステ ム を 導 入 し、 その た め の委 員

会 をiL足 させ 、諸 規 程 を制 定 したの み に と ど ま らず 、

現 状 分析 の た め の 「年報 」 を昭 和Ei3卜 度/'J,来 、2年

ごと に定 期11勺に発lfし 既 に第31ま で の 発 刊 を終 り、

本 年 は第4号 の編 集準 備 が進 捗 中で 、各 講座 ・学 科

目ご と に記 載 され て い るfilfiL績 は 、 その 研究 活 動

ぴプ夏態 を如1'充に牛勿言吾つて お・り ます.,

また 本学 に+Jけ る孝気育 ノ＼」)ア ケセ スし「)多†兼fヒや手受

裳の履 習 形態 の 柔軟 化 を図 るた め選 択 制 や統 含科 目

を メ(iljに取 り人れ た新 しい カ リキ ュラ ムび)導 入を開

始 し、vv様 な学 習 機 会の提 供 に 努め て お り ます、,

さ ら には地 域 社 会 との 交流 を重 視 し、本 年 か らは

北 海 道 知事 、旭 川 市長 を本 学 参 与と して迎 え、 公開

講座 を 恭学 に お け る 亟点 施策 の 一環 と位 置づ け 、毎

回 、250余 名 ぴ)受1溝 者 を対 象に 、1シ リー ズ10回 の

学 長 清 水 哲 也

展 開 を試 み 、 本 年:ま10月2611に 糸冬」'をして お り よ ψ「

さら に1よfirIに 才ずけ るf`1且力3苓ノJの ・一つと して 、,1ヒ

海 道 の 医 育機 関 と して は、 は じめて 寄 附 講座 をi[`iL'一

さ せ、客 員教 授 を中 軸 とLて 、 芝援 講 座 の 協 力の ド

に 、∫見在 、活 発 な研 究 活動 を行 って お り ます,、

掌業生 は平 成4年 度 卒の第15期 生 を加 えて既 に

1,601名 を 数 え 、 そ の お お よ そ7害IRま 道 内 各地 で 医

学 の 研 究 に、 は た また 医療 の 第一線 で 活躍 中 で あ り、

艮死に第1其 月牛 の なカ・か ら、2名 の11{1、'五大'9芦孝文髪受び)li延

生 をみ て お り ます、.

お わ り に急 激 な人lI動 態 変化 に と も な う超 高 令化

社 会 に対応 可能 な医 科 大'脂 と して 、た だiii_に 、 医 師

の 養成 の み に と ど まらず 、ICN(感 染 一」ン トロ ー

ルナ ー ス)やGN(高 令 者 看 護 劇1}1ナ ー ス)な どの

高 次 機能 を有 す る看護 専 門1織 の教 育 な 、と"をllfi勺と し

た 医学1祁 看 護学 科 のlll.も 早 い実 現 をIIざ して 、 大

学0り総 ノ」を挙 げ て懸 命の 努 力 を続 けて お ります現 状

を ご軒～告 し、f井 ・ぜて文}祁 省 は じめ 、 本llごtillRiの ご

来賓 各 位 の ご指 導 、 ご鞭燵 をお 願 い 中 し}=げ よ して 、

武 辞 と致 します 、,

平 成5年11月5日
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旭川医科大学開学20周 年記念フオ ラム

寒さと暮 らし 「快適」旭川(要 約)
寒 さと 「か らだ 」

ヰ ち

旭lllの気 象一風の ない都市

アルプス と 「風」

「断熱性 」 と 「換気性1

旭 川 医 科 大 学 教 授

旭 川 地 方 気

匡1際ll勺アルピニ スト

寒地住宅研究家 〔光塩学園女チ短期大学教授)

司会 者 森 田

た だ い まか ら、 旭川 医科 大学 開学20周f卜 記 念 フ ォ

ラ ム を開f崔 い た します 、

一戸一一一71ま
、寒 さと暮 ら し一 「・「丸」直1九 巳月1一 冒でご ざ

い ま5∵ 医 学 、xZ象 そ して住'む な ど につ き ま して、

4人 の 嬬〔門 家 の 方 々 に寒 さにつ い て た っ ふ りとお 話

して い た だ け る と思 い ます1私 ぱ、道 産fで して 、

5年 間 のNHK札 幌 放送 局 に勤務 中 、道 北 の 地域 医

療 のlll核 と して 、 そ しCztt#1T)医 療 σ)発イ菖幽基 士也と し

て の 旭川 医 科 大学 の取 材 を通 して た い へ ん お 世話 に

な り、 また 、旭 川 の厳 しい寒 さの 中 の温 か さとい う

の を常 々感 じて お り ま した、、言葉 のLで は少 々1'盾

す る``房 受寒 び)'t(T)中 の 日妥力・さ"、 そび)杓必律討まf可なの

か 、 今llの この フr一 ラム を通 して'kllる こ と が出 来

れ ば と、私 白身 楽 しみ に して お り ます そ れ では、

旭 川 医科 大学 学 長111水 哲 也か ら ご挨 拶 を申 し ヒげ ま

す,,

清 水 学 長

皆様 の 熱 き思 いで 誘 致 を して いた だ き ま した 旭 月1

医 科 、k学 も、本 年 で20周 年 を迎 え る に至 り ま した 一

卒=t/1:0)婁 女も1,601名1こ 」垂 し,ぐ才∫り 三長3『∩ こ れ もll∫

民 、地域 の皆 様 の あた た か い ご 協 力 ご理 解 のJ陰 と、

厚 くお 礼中 し ヒげ る次 第で ご ざい ま す,本 学 は皆様

と のふ れ あ い を 左切 に してお り、毎 年定 期 的 に行 わ

れ る公 開 講座 ち、 本 日の記 念 講演 会 も その 一貫 と位

κ提7ブけて お ります,、!トこ〕は 、4人o「)葺 苗i自市の皆 拳策と、

NHKの 森 田 さん に 司会 役 をお 願 い いた しま した。

お忙 しい と こ ろ 、皆 様 快 くご承 諾 くだ さい よ した 、

黒 島 農 汎

象 台 長 菊 地 弘 明

(医 師)今 井 通 子

魚 住 麗 子

司 会 森 田 美 由 紀

厚 くお 礼 申 し ヒげ ま すLIこ の 講演 会 の内 容 が、寒 さ

厳 しい 、 しか しほ の ぼの と した温 か み の あ る この 旭

川 の 生活 を送 るk)す の一 端 に なる こ と を心 か ら祈

念 して 、 ご挨 拶 にか え させて い た だ き ます1、

司会 森 田

黒、島 先生1ま 、王見在IIIIIII医府トノ」ご'1∫:♂)孝父キ受と しC、}疑

境 生 理 学 、特 に寒 さ、r,さ の温 度 環 境 に対1る 適 応

の仕 組 み を研 究 して い ら っ しゃ い ま す、、

講 演1黒 島"寒 さは ビ タ ミン"

か らだ に と って"寒 さ"と は どの よ うな意 昧 を も

って い るの で しょ うか

寒 さと か らだ の 関 係 を示 す キ ー ワ ・・ドが あ ります1

そ れ は、 『や わ肌 の 熱 きifii.i朝に ふ れ もみで ……oと

い う歌 の や わ肌 をつ く って い る熱 き[nL潮 の もと に な

っ て い る体 温 で す 、,私達 が生 きて い く には工 孝、ルギ

ー カず4と・要 てトす∩ 食 ノ＼オ勿(・「)Tヒ学(t勺な.Lネ ル キご一 をf乍び)

中 で 取 り出 し、 それ を使 って 生 きて い るの で す、,そ

の時 約37℃ とい う体 温 が 、一 番適 切 で必 要 なの で ポ、

従 って 、 か らだ は恒 温 性 の 化 学II勺な エ ンジ ンと い え

ます"寒 さ"は 熱 を奪 い体 温 を ドげ る働 き を 」ーる

主兆戦 者 と 兄 なせ ます1し か し、 それ に対 し積拘拍勺に

戦 い応 戦 す るた め に 、我 々は体(im調 節 とい う仕組 み

を持 っ て い ます1、 このiL組 み の お か げで 変化 す る地

球 σ)環 境 温 度 の 中 で 活 動 す る こ と がで きる と同時 に、

こ のfL組 み が我 々 が地 球1=で 生 きて い くた めの必 須

の特 性 で あ る とい)こ と に な り ます、,そ しC、 この

体 温 調節 の 能 力 を維持 し逞 しくす るた め に は 、 」適

当 な寒 さの 刺激"が 必要 と なる訳 で す.
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体 温調 節 の 仕組 み は 、熱 産 生 と熱 放 散 の バ ラ ン ス

に よ るの で あ っ て 、 その 中枢 は脳 の 中の 視床 下 部 に

声 り ます1、 そこ に は長 い進 化 の過 程 で遺 伝 子 の 中 に

組 み込 まれた 、体 温 を37℃ に保 と うと す る フ ロ ゲラ

ム が組 み込 まれて い ます.、 ・方 、37℃ か ら 弓これた か

ど うか を モ ニ ター5ー る装 置 が 、脳 の 中 と皮 膚 に あ り

ます,,こ れ らの モ ニ ターか らの温 度 情 報 を体 温 調 簡1

中 枢 が受 取 り、体 温 を調節 す るの で す.こ の よ うな

私達 の存 在 を 可能 に した体 温 調 節 能f1と い うの は 、

何 億 年 と い うi=-Hに 及 ぶ 地球 環 境 の もと 、挑 戦 と応

戦 の ドラマ の中 で 育 まれて 、生 物 と して の 我 々の進

化 の 駐要 な要 素 に な',て きた と考 え られ よす で す

か ら 、 その意 義 を忘 れ ない で 、 こ の遺 産 を 大 切 に引

き細iぐ こ と が、 こ れ か ら ヒ トが上也珂ヒヒてト最 もb～ζ,功し

た 生物 と して 生 き続 け るこ と に繋 なが る の だ と私 は

考え'ぐい ま すー.,

i目糸り聖o律 の 中 に 、 神 の ノアへ の 契糸勺の一 負↑」が あ り

ます1、 神 は ノア に 、 ド私 は決 して 再 び すべ て の 生 き

物 を滅 ぼ す こ と は しな い∩地 が あ る 限 り暑 さも寒 さ

もや む こ と は な いだ ろ う』 と言 って お りま す 一 人 類

は 、歴 史 を語 るこ と がで きる よ うに な って か ら'ザ')

と 、 箸 さ寒 さとい う温 度 環 境 が あ る限 り ヒ トは滅 び

る こ と は ない 、 こ の よ うな温 度環 境 があ る か らこ そ

栄 え るの だ とい うこ と を認 識 して い た の で は ない か

と 、 この ・節 か ら読 み取 れ るの で は ない で し ょうか

村、も今llは 什三f甲弓そ(ノ)ウニ」`易か ら、'寒 さは ビ タ ミン'で

あ る、'寒 さがあ る限 り ヒ トは生 存 し、 繁 栄 し糸売け る

だ ろ)と い うこ と を 並言 して 、私 の 話 を終 わ らせ て

い た だ き ます、、

司 会 森 田

旭川 気 象台 長 の 菊地 弘明 さんで す 。 先生 には 、 毎

Hの 暮 ら しに欠 か せ な い 天気 予報 で 大変 お世 話 に な

・)て お りま す
。 先生 は 、 また 、気 象変動 、 都市 気 候

につ いて 熱心 に 研究 を続 けて お られ ます.、 今 丁 は 、

全国 的 に冷害 の被 害 が広 が って お り ます け れ ど も、

今 は冷害 につ い て の研 究 も深 め て い ら しゃ ると の こ

と で す、、

講 演II菊 池"風 が弱 け れば寒 さは和 らぐ"

私 の 今 日のテ ーマ は1「寒 さと 暮 ら しの なカ'で一 風

の ない 都r!f(ま ち)」 で 、 こ れ は旭 川 をひ った り 言

い 当 て て い る」卜常 にい い 言葉 だ と思 い ま す1,旭 川 の

気 象の特 徴 の ひ とつ は、 夏と 冬の温 度 が非 常 に 大 き

い 、 それ か ら風 が特 に冬 に弱 い 、 そ して気 温 が低 い

わ り1こ:よ、aド常 に雪'カご多い とい うこ とて}オニ1ま た 、

大雨 や 大風 などの 気 象災害 が」卜常 に少 ない の も た き

な特 徴 で す

旭 川 の 気 象をi!i:界rl勺に み ると 、 まず 、}也」:iｺ?f{勺位 置

は 、北緯43度46分 、 東経11'L度22分 、 標 高1121`1、で 、

同 糸準1愛1こ〕星し、者13叶flこ、 ミュ ン/＼ ン(.1ヒ 糸離481巽)ロ ・・

マ(北 緯41度)、 中国 の 藩 陽(北 緯48度)が あ りま

ず,ま ず 、 気温.につ いて 兄て み ます1、旭川 の 冬の 弔

均 気 温 は6.9度 、 札 幌 一3.6度 、 網 走 一5.5度 で1',、

斗ヒ～毎}亘と」司糸皐瑳£び)ヨ ー ロ ノノ、1よli寸区欠匿ぐト、 と匿ζもiじ受力・

い所 で す.ど う して 北 海 道 が こ ん な に寒 い の か 、 そ

れ は地理 的 位 置の 問 題 で す.,空 気 は西 か ら動 いて き

ます か ら、 ユ ー一ラ シア 大陸 の 東側 に あ る北 海道 は世

界II勺に 兄'rも 、 随 分気1盈 が ドが り、 そぴ)し{1'びも旭 川

1よ ・τ撃詳 を手友いて い るの で すII.1ヒ海)亘1こ あ る162箇

所 の ア メダ スの最 近101卜 問 の ラゴー ダで は、北 海 道 は

一30度 以 ドに な りf"tる こ と がわ か り よす
IIし か し、

気 温 が低 い か らと い って 、決 して住 み に くい訳 で は

あ りませ ん 、旭川 は わ り と住 み や す いで す 、、それ は、

風 が非 常 に弱 い か らで ナ ー

一・日の最 大風速 が10㍍ 以L吹 いた 目数 を道 内で み

ま す と ・番 が寿 都(180日)、 その次 が浦 河(12811)、

rn
m萌 も け っ こ う口欠き ます.、「勾陸…にf1'く に した が って

少 な くな り、 旭川 で はた った の0,7目 で す,、従 ・)て、

私 達 の か らだ に作 用 す る温 度 、 体感 温 度 、で み ます

と旭 川 は他 の地 域 に比 べて 暮 ら しや す い こ と がわ か

りま す.原 しが野5い とエ ネル ギー-1原とL'C(わ 域しノJvつ利

用 が むつ か しい 、 人気汚 染物 質 が滞 留 しや す い な ど

♂)マ イナ ス面 が あ り ます が、 農 作物 の倒 伏 が ない 、

ビニ ー ル ハウ スに 及 ぼす害 が ない など 、 ブ ラ スの面

がた く さん あ り ます 、旭 川 は農 業 の町 で す か ら、非

常 に有 利 で す.

旭 川 は雪 の 多い町 で す .1し か も、旭 川 のu低 気温

は30度 位 まで一トが る可能 性 が あ る地 域 で 一む,'雪 は

地 下凍 結 か ら地 面 を守 り ます.雪 は ま さに地面 の 布

団 なので す.ま た 、山 に降 一)た雪 は山 に ダ ムが あ る

の と「司じで 、豊 富 な 水資 源 を確 保 して くれ ます. ,

非 常 に駆 け足 で した が、旭 川 の気 象 をみ て まい り

ま した .こ の よ うに気 象 を理 解 しで いた だ いて 生 活

ユ



に役立て ることが非常 に大切 なことだとおもいます=

司会 森 田

今片道子 先生 で ず.お 医 者 さんであって 世界的 な

II1'で 亡JありますII現 在は、 母校 の 東京 女了・医科

大学 付属病院腎総 合医療 セ ンター泌 尿器科で非常勤

1溝師 をされて います∩と1司時 に文部省保健体育審議

会の 委員を勤め るなど幅広 く活躍 されてい ます.な

かで も登山家 と しての ご活躍 は国際的 にも広 く知 ら

れてい ます1,先 生 には、IIIの寒 さ、 そ して それ を ・

層厳 しく して います風につ いて 、お話 していただけ

るかと思 います1

講 演 皿 今 井"風 も いい 子 の と きが"

風 とい うと 、吹 か ない 方が いい と思 い が ちで す が 、

私 は 自然 のll1に あ る もの は 全て 人間 に と ・)て恩 恵 だ

と思 って い ま'む,人 間 は文明 の エ ネルギ ー を次 か ら

次 へf乍 り1Ψ1しま す,大 気汚 染 もそ(ノ)一一一"2'です 都 会

の メ(気汚染 は 、風 が欣 け ば 一Ilr的に 減 ら して くれ ま

す,、 自分σ)と こ ろて㍉唱 した 大気 汚 染 は、 ヒマ ラ ヤ に

ぶ つ か った 風 が ち ゃん と運 んで い って くれ る か らで

す、、 しか し、irei!(ノ)おF舞 σ)llll司'で〔よ1}月発f」'j〆L'で 、

大気 汚 染 ば か りで な く酸性 雨 まで 「1本 に運 ん で きて

しま う..,酸 性 雨 とい)の は 、pf[が5.3/'),ド を 言い ま

す が 、沖 縄 、 九州 で は4.2位 、 東 京で4.8、 北 海道 で

は5.1位 で し圭')か,で も、 本 当 は 自然 の 風 は い い

1-t'の で す1,だ け ど 、文 明 が作 った 何 か を乗 ・っけて

きた 風 は い い ゴーじゃ ない か も しれ ない け れ ど、 それ

は風 の せ い じゃ な く 人間 の せいr,v)'で す 。 自然 界の

風 はや っぱ りいっ も私 た ちに と ・って 味 方 なので す,

私 が知 って い る風 に まつ わ る自 然 界 で のエ ピ ソー ド

をお話 します 、、 ヒマ ラヤ にチ ョモ ラ ンマ とい う山 が

あ ります.こ の世 界最 高 峰 に、最 も寒 い 冬 に 、最 も

厳 しい ル ー トの北 壁 を登 りに1983年 と1985年 の2回

行 きま した,11【 】1目は 、8100fLで 風 に追 い返 され て

しまい ま した り2回Uも8455,(一 で 風 と岩 雪 崩 で 断念

し ま した1,人 間 とい うの は 、風 速33㍍ で.飛 ば され る

ん で すIIそ れ で 、 風速40㍍ に対 処 す るた め 、 東 メ(の

宇 宙 研 σ)風 洞実 験 室 で 実験 して い っ た の で す1、 自然

って い うの は本 当 に 不思 議 な こ とが 多い で す ね.風

速30--401亘,、 の と こ ろ を歩 くん で す が 、5000111」だ と気

圧 が低 い ので ス ピー ドは速 い ん だ け ど力 が ない 風 が

来 るか ら、 歩 け るん で すね 。8000ト ごπ位 に な りま ずと 、

風速 は70,'」位 、 気温 は一60度 位 にな ります 、.、寒暖 計

は 一一40度 迄 しか測 れ ま せん 。 こ の よ)に 、 ず一 ・,と

山 を登 って きて 、 ヒマ ラヤ まで い って 、 も.)こ れ以

上 の 風 は な いだ ろ う、 こ れ/'J,上の 寒 さは ない だ ろ う

と過 信 して い ま した,.1987年 、 パ ラ グラ イ ダー を始

め ま した 、、 まだ 、U本 にパ ラ グラ イ ダー が ない頃 で

す 、、山 の 風 全部 知 っ て い る か ら大 丈 夫だ と思 っ てい

ま した 、.、と ころ が 、51㌔ 」飛 び出 した ら、 こ こ の風 が

ど うい う風 なの かr.然 わ か ら ない ん で す、,教 えて く

れ る教 師 がい な い。 教 師 は誰iか どい うと鳥 が一・番 、

鳥 の 飛 ぶ姿 をみ る と風 の様 ヂが わ か る ん で'む、

私 は、 本 当 に 自然 界 とい うの は 、/.i-.てが 人 間 に と

って恩 恵 だ と思 い ます 、,ll、1島先生 が生 理学1内 に寒 さ

の あ る限 り人間 は生 き続 け る と言 い われ ま した けど 、

私 は、rl然 の 中 の 風 とか寒 さと か1ーベ て の もの が、

常 に人間 の勉 強 を した い と い う欲 望 、何 か新 しい も

の を知 りた い とい う末 知 への 興 昧 み た い な もの 、 人

間 を飽 き さ さず に ・生 を過 ご させ一て くれ る もの だ と

思 い ます.、Ilさf!も 是 非 、風 を嫌 が らないで いた だ

きた い と思 い ます 、

司会 森 田

次 は 、居 住性 とい うこ とで お 話 して いた だ き ます 、、

魚 住 麗r先 生 で す、,先 生 は現 在、 光塩 女 ∫・短 期 、k学

教 授'で 、北 海道 総 合開 発 委 員 な どの要 職 に就 か れて

お りま して 、 「北 国 ぴ)f毛碇三」 な ど 多くの一諺㍉穿力こお あ

り に な る寒冷 地 建 築 の 専門 家 ア(るい ら 一・しゃい ま す,,

卜
L6釦

愉.…,

講 演IV魚 住"家 は家族の絆のために"

住宅の[「断熱性 と換 気性」 は、北海道 の住宅 、寒

地住宅 、のキー ワー ドです.,断 熱 と気密 、気密 によ

・って換気 が必要 になって くる訳で 、このふたつ がこ

門
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れ か らの北 海 道 の住 宅 で特 に取 り 上げて い く点 にな

るだ ろ)と 思 われ ます1,、

Iil{和28年 、 「換 気 住 宅建 設'E'一促 進 法11が で き、 ブ

ロ ッ クと か レ ン ガと かセ ラ ミッ クな どで 建 築 しなけ

れ ばfis宅/?融 公 庫 の お 翁が借 り られ な い よ うに な り、

公営 住 宅 等 もその よ うな建 材で 建 て られ る よ うに な

り ま した 、、 また 、 二重 窓 に しな さい とい うこ とで 、

・気 に 二重窓 が普 及 し
、北 海道 の 住 宅 が よ くな って

い く川発 点 に な った と思 い ま す,、 その 後 、結 露 の 問

題 等 が あ り44年 に改 【Eにな り、 木造 で も断 熱 材 を 入

れ れ ば お 金 を 貸す よ)に な りま した 。 当時 は、 札幌

で3〔玩nrn、旭 川 で50111n似 上の 断熱 材 を壁 や 友井等 に 入

れ るこ と カデ条…f牛で した 。'1ξ成2年.1ヒ 海 道 を対 象.に,化

ノ∫型住 宅 の 基準 が川 され 、従*二 の 断 熱 材 で あ れ ばi¥

道 ・iりに140mmに な りま した、,窓 は 、 「重 に相 当 す

る窓 、 玄関 は断 熱 戸 とか断 変些玄関 ドア と呼 ば れ る も

の を使 川 しない と借 り られ な い よ うに な って き ま し

た 。 この よ)に 法 律 が ど/しどん 変 わ り、新 しい時 代

に 人 って きて い る と思 い ま す.,

'}ろ成2年 の改IEで1「 高断 熱
,」11「高 気密 」 と い うキ

ー ワ ・一ドがで て きて む りま す、、隙 間 にい く`引 析熱 材

を いれ'Cも 、 どこ カ・らかイ友けて い 一プCし ま う、、気1岳f

性 を 考 えた住 宅 を建 て よ うとい うこ とで す、、旭 川 で

も 、 冬部屋 の 中 の温 度 を20度 位 に して 、 床 と天 井の

温L度 羊iが3度 か4度 に すれ ば寒 さを感 じない 、 そ う

い う もU)をIH旨 そ うと い うこ とで す 、 しか し、 部屋

の 中(塾 は 人が住 み 、台 所 で は炊 事 をす1,の で空 気 が

～弓れ ます,、 なて習二汁生を 、↓こくす る と1司n寺 に「汁画rl勺に換 気

を 考え な くて は い け ませメし、断 熱 と気 密 と換 気 と暖

房 、 こσ)4つ を相 対的 に 考 え る 臨∬が大 切で す が 、機

械 の 力で 白動 化 す る と停電 した と き心 配 で 宣、 それ

に対 す る 対応 を ち ゃ ん と 考 えた 上 で建 て る こ と が 大

切 で す、、

かつ て は勤 め 先 が暖 か い し快 適 だ か ら 、家 で 仕 事

を す る よ りも職 場 で 仕 事 を した ほ うがい い とい う人

が大 勢 い ま した1、家 の 造 りが しっ か り して 、家 に帰

る魅 力が あ り ます と家 族 の 絆 も ・層 強 く な るで しょ

う6わ が家 に帰 る楽 しみ 、 あ 一家 に帰 った らほ っ と

す る と な ります と、 旭川 の よ うな寒 さが き び しく冬

'家に い る時 問 が 多い と ころ'で は
、'家造 り を し一)か り

して特 に 冬の 生活 を快 適 に して い た だ きた い と思 ・っ

て お りま す、,

司 会 森 田

最 後 に 、`;t…1の フ 聖一 ラ ムの ま とめ を、 も う一 度

黒島 先生 に お願 い い た しま すL

黒 島

私 は、 寒 さが体 のf動 きに と 一)てど の.仁 うな意 叫ミを

も って い るの か 、 とい うこと につ いて説 明 させ 『ぐい

た だ き ま した、、菊 地 さん には 、旭 川 の 気 象の 特 徴 、

特 に 、寒 さ と風 につ い て 豊富 な デ ー タ をJLせ て いた

だ き、旭 川 の生 活 環 境 と して の気候 とい うもの につ

いて お教 えいた だ きま した 。 今 井 さん には 、特 に寒

さと密接 な関 係 に あ る風 にっ いて 、 普段 私 た ち が経

験 で きない梅 限的 な"i重 な体験 を お話 して いた だ き

ま した,魚 住 さん に は寒 さの 中で の生 活 のr-!rlとして

の 建 築 の あ り 方 につ いで 、特 に 大切 な断 熱性 、換 気

性 そ して 家庭 の団 らん との 関 わ りにつ い て もお話 い

た だ きま した。 今 日の フ せ一 ラム の結 論 と して 、す

で に お話 を しま した よ うに寒 さは ビタ ミン剤 の よ う

な もの だ と思 い ます、,・ 定Illl_は必 須で す が、 足 りな

くて も、 と りす ぎて も障 害 が で て き ま す,、今 目の フ

ォー ラ ム か ら、寒 さを ビタ ミン と 考え る こ とで 、 こ

れ か らの 生 活 の 中 で'寒 さを活 用 し,.ン ジ ョイ して い

く 方針 を 自分 た ち'で創 り川 す こ とがで'き るの で は な

い か と思 い ます 、 「虻fヒは,1ヒ方 力・ら1　 ン℃は.化か ら」

「文化 文明 が栄 え るの は寒 い と こ ろで あ る 」と 言 っ

た 先 人 の 言 葉は よ き寒 さに恵 まれ る こ とで は じめて

生 きて くる こ と を 今i」び)フ 矧一・'ラムか らr}N:5:ii,c・iipして

頂 け た の で は な いで しょ うか、.、

司会 森 田

ノ〉日の こ の'7イ ー ラ ムの中'で
、Hさ/し 、 ま 引よ す

自 分 の住 ん で い る旭 川 とい う街 が好 き にな られ た の

で は ないで し ょ うか,旭 川 に 来 る度 に厳 寒 の雪 の 中

の温 か さと い うもの を感 じて お りま した が 、 その理

由 が解 った よ うな気 がいた します 、と同II.'rに、 旭 川

の街 の 方 々の心 温 ま る温 も り、 そ うい ・、た ちの が旭

川 と い うと ころ を素 敵 に して い るん だ なと 、感 じて

お り ます 、今 日、 久 しぶ りに旭 川 に参 り ま して 、 と

て も 素敵 な時 間 を過 ご させ て い た だ き ま した 、、今 日

の こ の フr一 ラム が皆 様 に と って ち 、思 い1申1に残 る

もJ)て ㍉ちイ1;ゴごと'じ・よ り1,yifってP才ゴり ま一ポII,ビ う ちあ り

カごと)こ ござし1ま しλ二.一
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開学20周 年 に思 う 「20年ふ た昔」

生化学第一講座

旭川医科大学創設準備室 の人 や山田初代学長 につ

れ られて粘土 の原 っぱにぽつ んと建て られかけてい

た一般教育の建物 を見 に来たのは1973年(昭 和48年)

の夏のことであった。原 っぱの向 こ うにr.川 神社の

森が見えた。大学 の近 くにニュータウ ンが建設 され

るので分譲地 を申 し込んでお くとよいと山田先生 に

勧め られた が、 そこは見渡す限 り木 も殆 ど生 えて い

ない粘土で あった。 その1カ 月 ほど前に旭川医大 が

発足 す るから早 く帰国 するよ うにとの連 絡 を受けて

米国か ら急 ぎ帰国 していた私 は、 なかなか法案 が国

会 を通 らず 大学 が発足 しないの にい らい らしなが ら

京都で暑 い夏 を過 ご して きたが、旭川 も京都 に劣 ら

ず暑 く、千歳 から国鉄で 着いた旭川の駅 前は埃がい

っぱいで古 ぼけた建物 があ るばか りのいかにも日本

の北の果ての風情 で あった。9月 末 になってやっと

開学 、住 まいは神楽岡の借 り上 げ住宅、研 究設備 も

ジャーナル もない研究室 が市立病院の一 室、教授 会

は教育大学、車で行 った り来た りするだ けの毎日だ

った。あれか ら20年 、一 期生 が何人 か教授 になり、

二期生 の教授 も生 まれん と している。駅前 はきれい

な理 想的 な中型都市の玄関 口となり、大学の周 りは

これ また理想的 なニ ュータウンになった。山田初代

学長 のお勧 めに従 って手 に入れた分譲地 に建てた私

の家か ら大学 の研究室は、エ レベー ターを待つ時 間

が多少 あったと して も徒 歩3分 の距離 にある。8階

の私の部屋 か らは大雪山の山々の素晴 ら しい眺望が

窓 いっぱいに広 がる。訪問客 を駅 から車でr.川 神社

の前 を通 り抜け、神社の森 の横 の並木の トンネルと

なった大通 りを医大 まで連 れて くると誰 もが感嘆の

声 を上 げる。

旭川医大での研究 はそれ まで盛 んだ った酵素 の反

応機構 の研究や代謝経路の研究 で なく、細胞機能の

調節 を司るものの研究 を、 とりあえず細胞機能 の調

節 に直接関与 する重要 な物質の合成 の制御機構 につ

いて調 べ ることに した。重要 そ うな物 質と しては、

ドーパ ミンやア ドレナ リンなどの カテコールア ミン、

セロ トニ ン、ポリア ミンな どが当時 と しては普通 に

思 い浮かぶ もので あった。 そこで それぞれカテ コー

ルア ミン合成 、セ ロ トニ ン合成、 ポリア ミン合成の

律速酵素であるチ ロシン水 酸化酵素、 トリプ トフ ァ

教 授 藤 澤 仁

ン水酸化酵素、 オルニチ ン脱炭 酸酵素 などをラ ット

の副 腎髄 質、脳 、肝臓 か ら精製 しそれ らの活性制 御

機構 につ いて調べ始めたが、優秀 な研究 スタ ッフに

恵 まれ どの研究 も大当た り し、当時幾つ もの国際学

会か ら招待 講演 の依頼 を受 けた。一期生 の優秀 な学

生諸 君が何 人 も私達の研究 に参加 して くれたのも私

達の研究の推進 の大 きな力になった。当時教室の ス

タ ッフ同様 の活躍 をした諸君 は今本学 や他 の大学の

講師や教授 となって活躍 してい る。 こ うして研究 を

進 め る うちに私 達はカル シウム/カ ルモデュ リン依

存性蛋 白質燐 酸化 酵素IIと 命名 した酵素 をラットの

脳の中 に見つ けた。この酵素 は神経伝 達物 質の分泌

や合成 などの脳 の基本的 な機能 から、記憶 などの脳

の高次 の機能 に至 るまで 多彩 な細胞 機能の調節 に関

与する重要 な酵素であったので 、その あとは聴 くも

涙 、語 るも地獄 の主 と して米国 の多数 の研究 グルー

プとの激 しい競争 に巻 き込 まれて今 に至 って いる。

当初 、酵素の取 り扱い に関 して は職 人的 な技術 を誇

っていた私達 の グループ も、今 はラ ットの脳の酵素

もヒ トのTリ ンパ球の酵素 もそれらの遺伝子 を大腸

菌や昆虫細胞 に導入 して 多量 に手 に入れて研究 を進

めるよ うに様 変 わりし、職 人的 技術 も以前 ほど要求

されなくなった。遺伝子工学の技術 が一般化す るに

従 って 、研究者 は実験用キ ッ トを使 い、実験 器具 を

平気で使い捨 て 、機械 の整備 に無 頓着 になった。

20年 前の旭川医大のこの丘 は粘土の原 っぱだった

が、池 があ り山椒魚 がいて雁 のつ がい が住 んでいた。

野 鳥の群 がいて 、鳥の巣 が幾つ もあって 、野 ネズ ミ

やキ タキッネが何匹 も住 んでいた。山田初代学長 の

理 想主義 にみん なが賛同 し、教官 も事務官 も学生 も

建学 の熱気 に満 ちてみん なが一生 懸命だ った。 ごみ

捨て場 か ら拾 って きた瓶 に緩衝液 を人れ、 ビーカー

や メスシリンダーは何度 も修理 して使 っていたが、

我 々の研究は世 界 をリー ドしてい ると自負 していた。

20年 ふた昔、旭川医大は変 わ り、旭川 が変 わり、 日

本 も変 わ り、世 界 も変わった。 そこに住 む人々 も変

わった。パー フ ォーマ ンスばか りが目立つ時代 に、

地道 に学問 を追求する ことは20年 前 よ り確 かにむつ

か しくなってい る。
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開学20周年に思う一道北の脳神経外科

脳神経外科学講座 教 授 米 増 祐 吉

き

脳神経 外科学 講座 は学 年進行 で最後 に開講 された

のが本学開学 に遅 れること3年6か 月後 の昭和52年

4月 で あった。文 部省 の当初の設置計 画か ら削除 さ

れて いたのを関係各位 のご努 力により復活開設 され

た とい う経緯 がある。従 って開学当初 の 多くの困難

に関係 して いないので頭記 の表題での話 をするの は

必ず しも適任で ない とおもわれるが、道北 の医師不

足の改 善は脳神経 外科 と して も重要 な課題で あ り、

辿 って きた道 に種 々の感慨 がない訳で はない。

開学 当時の道北 の脳神経外科の実働施設 と して旭

川赤十字病院 がほとんど唯一・の施設であ った。 この

広大 な地域 に発生 す る、殊 に救急 を要 す る患者の診

療 には極めて不十分 な状態で、 多くの救命可能 な人

々が不幸 な結 果 に終 わって いた ことは言 うまで もな

いことで あった。

開学 の課題 は脳神経外科で は更 に重要 な意味 を持

って いた訳で ある。

脳神経外科瞥 を育てることは勿論 、 まず学生 教育

の段階で医師 と しての基本的 な常識 と しての脳神経

外科 の認識 をどのよ うに教育す るかが まず問題 にな

る。いわゆる学問 と してで はな く、実学 と しての脳

神経 外科 を基本 とす る教育 を展開 したつ もりで ある。

知識 を記憶す るので はなく、何 故 か、何 のためか を

考 えると言 うproblemあ るい はpatientoriented

のproblemsolvingeducationと 言 うことを常 に意

識 す ると言 う繋学教育改 革の課題へのapproachを

臨床実習での討論中心の教育と言 う形で目ざしてきた。

勿論脳科 学の深 みは昨今 欧米のみ ならず 日本で も

thedecadeofthebrain(脳 の十年)と 言 うproject

が進 め られてい るこ とで も分 かるよ うに生命の科学

と共 に人間の本 質に迫 る問題 が未解決 の まま残 され

ている訳であ るが、 その窓 口の ・つ と しての脳神経

外科 の認識 と言 う所 まで はなか なか近ず けない悩 み

があることも事実である。

卒後教育 と して は道北地域の必要 を満 たす独 り立

ちで きる脳神経 外科馨の育成 を目指 し、結果 と して

は脳神経外科全般 に通 じる医師の育成 が必須 となり、

昨今の傾向で あるsubspecialityへ の展 開に遅れ を

8

取る傾向にある面 も否定できない。

講座開設以来15年 を経て、40人 の卒業生の参加を

得て、その うち19人は脳神経外科学会の専門医の資

格をとり、学位取得者 もその半数近 く、道北の脳神

経外科馨の不足 をなんとか解決できる状態に近ず き、

更に道全体 にわたって活動 している状態はまずは課

題の第…段階は成就したと言える。

しかし一方では講座の研究活動の充実と更には既

設の道北地方の脳神経外科施設の充実と道全体 にわ

たっての脳神経外科啓の要求には応じ切れない状態で、

更 なる努力が必要な状態である。また脳神経疾患の

診断治療技術の高度の進歩に伴 って対象疾患の拡大、

治療技術の専門化が要求 され、subspecialityの拡大

充実が今後の課題として残 されている。

最近では更に医療の究極の課題である予防瞥学へ

の発展も見逃せないものとして追及 していかねばな

らない。今後の発展は各個人の現場での努力に待た

ねばならない。

卒前教育の成果としてはなかなか評価 し難いが、

卒後教育の場で旧態依然の状態になっていると言 う

危惧はある。数少ない接触ではあるが納得のいく対

応に逢 うこともあるが残念ながら教育と言うものの

難 しさを痛感 させられることも少なくない。

21世紀に向かって、何事につけても国際化が叫ば

れているが、まずは足元をしっかりと固めることが

肝要であろう。 しかし国際化への展望 を考えるとき、

我が医大の卒業生が卒前教育で外国人教師に教わっ

ていることが信 じられない状況に遭遇することも少

なくない。せめて専門用語だけでも身につけてほし

いと思 う。学生時代からそのような展望 を持 ち機会

を十分に生かして頂きたいものである。

20年 と言えば人間では成人である。各個人が個人

と しての自覚を要求される年齢である。各個人の自

覚 による努力の積み重ねが旭川医科大学の今後の発

展 につながり社会の変革、医療改革など先行不確か

な時代に、旭川医科大学を揺るぎないものとして確

立することになるであろう。
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開学20周 年 に思 う一20年 を振 り返 る

化 学 教 授 内 田 倖 喜

「時 は流 れず 、積み重 なる」 と言 うが、この20年

を振 り返 ると大 変重 く感 じられ る。60才 を越 えると

「この外 に何 か なかったのか」と想 うことも しば し

ばである。幾つ かあるなかで、3つ の点 を取 り上 げ

振 り返 ってみることとす る。

カ リキ ュラムが変 わった。最初 に学生 が当面 する

のは勿論一般教育で あ り、又医学 の専門教育の方 は

それ程考 え方の変化 がない。開学 当初 は北 大教養部

のカ リキ ュラムの真似事でお茶 を濁 した が、や は り

独 自の もの をと言 うことで4人 の教授か らなる小委

員会 が発 足 した。当時模形教育 とよ く言われ、現 在

はその功罪 も知 られた が、何 がなんで も模形 と言 う

考 えがあ った。 当時の新 カ リキュラムは51年 度入学

学生(4期 生)か ら完全実施 され、それ以前の人学

学生 は"見 な し"に よって順次新 カリキ ュラムに移

行 した。勿論 、幾度かの手 直 しによって、撰形で は

なくブロ ック形となった訳である。 それ も今や旧 カ

リキ ュラムとな り、現 在は平成2年 度入学学生(18

期生)か ら実施 された新 々カ リキ ュラム が進 行 し、

手直 し中である。 カリキュ ラム改 正時 に常 に思 うの

だが、実 に不毛の議論 を重 ね、無 駄 な時間 を費 やす

ものであ る。

入試制度 も随分 と変わった。開学以来6年 間 は二

期校時代 とも言 えよ うか、毎年1,000人 を越す受験

生 を迎 え、出題 も大量、短期採点 に都合 よ く作 られ

たものである。市内高校 を受験場 と して借 り上 げ、

本学体 育館 も使用 された。 入試 も採点 も戦争の よ う

な感 じで遂行 された もので ある。

っいで、新聞紙上 などで の多数 の反対論 があった

のをお さえて強行 され、迎 えたの は共通一・次時代 と

言 えよう。3倍 の足切 り、面接及 び小論文 と言 う言

葉 も盛ん に使 われた。この発想 は現 在 も続 いてい る

が、当時反対 を唱 えた人々はど うなったのであ ろう。

どんな反 対論 を唱 えて も数 年経つ と忘れて しま うの

が日本人及び その社会の特徴で はあるのだが不思議

で ある。この制度で取 り上 げるべ き点 は受験生 が国

立大学 を1校 しか受験 出来なかったことで ある。よ

くよく考 えて受験校 を選ぶ必要 があった。大学 と し

て も360人 以内(定 員の3倍 を越 えることはなかっ

た)の 受験生 を対象とすればよいのだか ら、第2試

験場 も必要 とせず、体 育館 も使 用 しなくなった。 た

だ、共通一次試験 を実施 しなければ ならないので 、

出題 、採点 の必要 はないが、入試実施体制 を2度 組

むこ とになる。 もう1つ の特徴 は二 次試験 か ら英語

をはず したので 、英語の嫌い な、又 は英語 の出来 な

い学生 を集 める結果 となった。英語 は入学 して か ら

勉強 させればよいと主張 していたあ る臨床 の教授 は

当該学生 が5、6年 或 は研修 医 となった時愕然 と し

ていたことを思 い出す。

続いて 、A、B連 続時代で ある。勿論、入試セ ン

ター試験 が行 われてい るので 、前制度の手直 しと言

えるで あろ う。当時盛 んに言 われた ことは受験 機会

の複数化 と言 うことで あった。 しか し、見方 を変 え

れば、幾つ大学 を受験 して も優 秀 な学生 はその全部

に合格 し、優 秀 ならざる学生 は全部 に不合格 となる

ことで ある。国 は受験料 を稼 ぐことが出来 る。労働

過 重を強 いられ る現場 は見返 りと して優秀 な学生 を

獲得 出来 る訳で はなかった。受験生 の輪切 りが進行

し、その 質は大学の受験界 における ランクに左右 さ

れる結果 となった。

現在 は分離分割時代で ある。定 員 を2分 して前期

と後期の2度 人試 をす ることで ある。セ ンター試験

と併 せて入試実施体制 を3回 組 まなくては ならない。

その見返 りと して前期 では本学 を第1志 望 とする優

秀な学生 を獲得 したい と言 う願望 がある。果た して

そこに、勉学 の意 欲と学 力において かつ ての ような

夢 をもて るか ど うか実験中で ある。

変わった ことの もう1つ は学生で ある。初期 の学

生達 は 「我 々も大学 を創造 して いる」 と意識 してい

た よ うで ある。勉学意 欲もあ り、プライ ドもあ った。

一 方、い まは自動販売機 か ら罐 ジュースを買 うよ う

な態度で教育 を受 ける学生 が多いよ うに見 える。 そ

して 、その空罐 は整理 せず 、 その辺 に放 り出 してお

く。変 な学生 を縄で くくって 、百叩 き、打 ち首獄 門

に したい と感 じるのは もう古 く、出米れ ば淡 々と退

学処分 に して、決 して心 を痛 めない よ う修行 すぺ き

なのかも知れ ない。だが、私 にとって も うその修行

の時間 は残 されていない。

?
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仮校舎における授業風景

旭川医科大学開学20周 年記念関連行事

1.記 念式典 、祝賀会

本学 は、II召和48年g月 に設置 されて以 来 、今年で20周 年 を迎 え、lly5日

に旭川市内のニュー北海ホテルで旭川医科大学開学20周 年記念式 典 と祝 賀会

を開催 し"成 人"を 祝 いま した、,

式典 には、学内外関係 者約300名 が出席 、清水学長 が式辞 を述べた後、文

部大臣の祝辞 を医学教育課長 が代読 、来賓 が祝辞 を述 べ、祝電 が披 露 された(1

引 き続 き祝賀会が開 かれ清水学長 の感謝の挨拶後、北 兄工 業大学長 らが祝辞

を述べ、山田参与の発声で乾杯 、下出前学長 及び同窓 会会長の 占出教授の ス

1"一チ に続 き、"旭 川医科大学同窓 会歌"の 初披露 など杯 を交牽)し、20年 を

振 り返 り、黒田元学長 のが歳 モ唱の発声で盛会裡の うちに終1'し ました。

又、ll月10日 には学内祝賀 パーテ ィー を学生 食堂で行い、学生、教職 員約

200人 が出席 し、歓談の輪 を広 げま した。(庶 務課)

2.記 念 フォー ラム

ll月5]午 後1時 より、本 年度新装 な・,た大雪 クリスタ1レホー ル111':H楽 堂 を

会場 に記念 フ 手一ラムを開催致 しました。本 フ ォー ラムは、"寒 さと暮 らし

一 「快適 」旭川一"を 主テーマと し
、医学 、気 象、住宅 などにつ いて4人 の

専門家 の 方々に講演 をお願い しま したO

当IIは 、当初の 予想 を ヒ回 る約750名 ものr}iLi;の皆様 がご来場 下 さり、会

場 の収 容人員数(600名)を 越 えて しまったため、ロ ビーのモニ タでお聞 きい

ただ くハプニ ングもあ りま した、,

3.記 念写真集

旭川医科大学同窓 会が中心 となって現在編集中です、,

4.記 念植樹 を行 う予定です。

慌 曜窮 一 ■闘
,-ll壁塗字開墜20壁記念祝㎏
一

鍵1暁'..∵1、

尾
4
吻

録

」

・購
聯

懸

、
一

記 念 祝 賀 会

轡

噸 』、

(学生 課)

学 内 パ ー ア イ
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教 授 に昇 任 して
一第二の故郷 となる旭川の地で一

平成5年3月 末にご退官 されました初代教授天羽
一夫先生の後任 として、平成5年9月1日 付けで北

陸の地、石川県金沢 より赴任 してまいりました。天

羽先生が築いてこられました旭川医科大学放射線医

学教室の今後を担当させていただくことになりまし

たことを大変光栄に思いますと共に、その責任の重

さを痛感 している次第です。

私は、石川県金沢市の近郊(石 川県は加賀と能登

の二地区に大別されるがJR金 沢駅 より七尾線で約

30分能登寄 りの所)で 生まれ、昭和41年 に地元の金

沢大学医学部に入学 し、昭和47年 に卒業、卒業と同

時に同医学部医局 に入局 したために、過 去2回 のア

メリカ留学の機会を除いて、一一貫 して石川県で生活

してまいりました。 したがいまして旭川医科大学勤

務により、今回、石川県以外での初めての生活基盤

を旭川で築くことになりました。

この旭川へ赴任 しましてから約90日(11月 末現在)

が経過 しましたが、広大な美 しい自然およびそこに

生活する純朴な親 しみ深い人々に囲まれ、金沢とま

た違った、私の第二の故郷 となるこの地の良さを認

識 しだ したところです。

私のこれまでの経歴 と今後の抱負を記すことで、

教授就任のご挨拶に替えさせて頂きたいと思います。

私は昭和47年3月 金沢大学医学部挙業と同時に故

平松 博教授主催の金沢大学医学部放射線医学講座

に入局 し、放射線医学の研修を行 う傍 ら、現金沢大

学核医学講座久田欣一教授(当 時助教授)の 下で核

医学の研究に携 わりました。翌年の昭和48年 に全国

の国立大学に先駆けて核医学が放射線医学講座 より

分離 し独立講座 として発足(そ の後、金沢大学では

放射線医学の主要3分 野である放射線診断学、核医

学、放射線治療学のうち、放射線診断学および治療

学は放射線医学講座が担当 し、核医学は核医学講座

が担当)の 際は、久田教授 に従い核医学講座 に移動

し、以来今日に至るまで主として核医学の診療、教

育、研究に従事 してまいりました。

私の研究は臨床 を主体にしたものですが、そのな

かでも肝、胆道、消化管、腎の腹部領域、および炎

症、骨髄における機能的見地からの核医学画像診断

を中心に行ってまいりました。また昭和55年 のニュ

放射線医学講座 油 野 民 雄

一 ヨーク州立大学および昭和58年 のエ ール大学 と計

2回 の米国留学経験 を通 じて、放射性同位元素 を用

いた実験技術 の収得 に努 めま した。

核医学画像診断の特徴 は、目的対 象とする臓器 ま

たは組織の中 にその有 する機能 が反映 された画像 が

得 られることで あ り、純形態的画像 が得 られ るX線

CT、 超音波、MRI診 断 との大 きな相違で もあ り

ます。 また その評価 のアプローチ も、従来の生理的

様相 を主体 と したアプローチ に加 え、代謝 状態 、 レ

セプタ分布状態 など、 多岐 にわた るよ うになって ま

い りま した。必ず しも適 当な例 えで はあ りませんが、
"顔 かた ちが整

っているかい ないかなど人間の外面

的 な面(形 態)を 詳細 に評価 す る点で はX線CT、

超音波、MRIに 劣 るが、 その人間 の持つ 心、性格

など内面的 な点(機 能)を 明 らかにとらえることが

で きるのが核医学で ある"と 、この旭川の地でも金

沢の場 合 と同様 、ポ リク リ等 の講義 の機会 をとらえ

て、学生 に核医学 の特 徴 を説明 して お ります。

この旭川 の地 では前任地 の金沢大学 と異 なり、全

国の他 の大学 と同様 に一 講座で放射線 診断、治療 、

核 医学 の モ部門 を全て担当することになります。現

在放 射線医学 は、他 の臨床医学 と同様 に、 そのカバ

ーすべ き領域 が急速 に拡大する共に、それぞれの部

門の奥行 きも益 々深 くなってお ります。 したがいま

して 、私 を含 めて総 勢7名 の教室の現 有勢力だけで

全領域 を網羅す るには、自ず か ら限界 がみ えて まい

ります。 しか しながら、放射線 医学 講座 の健全 な発

展 のためには、3部 門 それぞれの調 和の とれた発展

が不 可欠で あります。 そのた めにも、今後教室員の

大幅 な増加 と共 にこれ ら三各部門毎の教室の若い力

を育 む必要性 を痛感 してお ります。

以 ヒ、初代 天羽教授 の開講以 来の教室 の指針 であ

る放射線 科医の少 ない道北地域の放射線診療の拠点

と しての役割 を更 に押 し進 め ることを目標 に、放射

線医学教室の更 なる発展 と兵に、若 い気鋭 の放射線

専門医の大幅 な育成 をめざす ことが私 の責務 と考 え

てお ります。 そのために微 力では ございますが、一

歩一歩地道 に努力 を積 み重ねて行 きた いと考 えてお

りますので、関係各位の皆様 方のご支援、 ならび に

ご指 導、 ご鞭健 の程、宜 しくお願いいた します。
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■ 精神医学講座 ■ 千葉 茂

この度 、宮岸 勉教授 のご高配

9
によ り精神医学講座助教授 に就任

いた しま した。 その責任 の重 さに

身のひき しまる思 いが致 します。

皆様 ご存 知のよ うに、旭川医大

は本 年11月 で開学20周 年 を迎 えま した。私 は本学の

一期生 と して昭和48年 に入学 致 しましたので
、今 は

無 き仮校 舎(旭 川教育大学附属小学校 旧校舎)で 半

年間学び ま した し、また、雑草 が生 い茂 る 「人学建

設 予定地」 が現在の威 風堂 々たるキ ャンパ スに変貌

するプロセ スを じか に見て まい りま した。 ・期生 は

苦労 が多かったのではないかと思われがちですが、

山田守英初代学長 をは じめ多くの教官 な らびに事務

職 員の皆様 が大学の成長発展 に尽捧 なさる姿 を拝見

で きたことは、我 々一期生 にとって 貴重 な経験で し

た。 また 、このよ うな体験 を通 して フロンテ ィア精

神 を学 ばせていただいた ことに感謝致 してお ります。

本学 卒業後 、私 はただ ちに精神医学講座 に入局 し、

また、これ と同時 に設置 された大学院 に進学致 しま

した 。 この頃 か ら、私 は と く に脳波学的研究 に興

味 を抱 くよ うにな り、大学 院で はその一環 と して

epilepsyの 病因 に関す る研究 を行わせて いただ きま

した。 また、昨年6月 か ら本 年3月 まで 、epilepsy

の研究で世界 をリー ドして きた カナ ダの バ ンクーバ

ーにあるブ リテ ィッシュコロ ンビア大学医学部 キ ン

ズメン神経研究所(JuhnA.Wada教 授)に 留学 す

る機会に恵 まれ、今後の研 究 を進 める上で大 きな収

穫 を得 ることが出来ま した。このよ うな機会を与 え

て下 さいま した宮岸教授 をは じめ諸先生 に心 か ら感

謝 を申 しr.げ ます。

精神医学 は、人間の精神的側面 を対象 とする医学

の一分野 です。 しか し、医学 を身体 医学 と精神医学

とに大別する時 、医学の二 大分野の ひとつ と しての

重み を有 して いると存 じます。今後 も諸先輩の教 え

を忘れることなく、新進 気鋭の卒業生 とともに研究

・教育 ・診療 に鋭意 努力す る所存 で ございますので
、

何 卒 よろ しくご指導 とこ鞭握 をお願い申 し上げ ます。

(精神医学 講座 助教授)

■ 内科学第一講座

㊥
■ 山下 裕 久

11月1日 、本学20年 の勤務で助

教授 にな りま した。病院開院の昭

和51年11月1日 もみ ぞれ まじりで 、

若輩病棟医長 と して、4名 の病棟

担当医 に新人看護婦 さん を混 え、

8階 病棟で迎 えたことを懐 か しく思 いだ しま した。

私 は昭和45年 に北海道大学 医学 部を卒業 し、半年

を麻酔科で研修 し、市中病 院で 内 ・外科 を経験 した

後 、北大第一内科 に人 りま した。当時 はイ ンター ン

制度 がな くなった直後ですが、 それに近 い経験 を し

たことになります。当時第一内科 を主宰 されていた

村尾教授 は専門 は呼吸 器で すが、学位 は神経反射で

とられた とかで、広 い視野で指 導 と助 言 をいただ き

ま した。小野寺 先生 は助教授 で循環 器を担 当 され、

何 事 もきちんと されるのが評判で した。私 は入局当

初 を1呼吸 器で研修 し、遅 れて循環 器の勉強 に入 りま

したが、お二人や諸先輩 か ら呼吸 器 ・循環器の手ほ

どきを受 けたの が現 在の基礎 とい えます。

昭 和49年 に小 野寺初代教授の お誘 いを受 け、当初

は卒業生 が自立す るまでの7,8年 をお手伝いする

つ も りで した が、昭和54年 の冠動脈造影装置の導入

に伴 い、虚 血性 心疾患 の診断 と治療 を主体 に仕事 を

進 めて きま した。近 年この分野 は、新 しい治療法 と

機材 の開発 もあ り急速 な進 展 をとげてい ます。 しか

し、昨春 は、前夜 に談笑 していた岳 父の急性心 筋梗

寒死 にみ まわれ、あ らためて この種 の疾患 をあつ か

う難 しさを思 い知 ら されま した。

臨床 の合間 を縫 っての研究 は、呼吸循環の接点で

ある肺循環 と心機能 を主 に、手作 りの実験系で医局

の仲間 と行 って きま したが、一部は主要誌 にも採 用

されま した。 これらは彼 らの頑張 りの賜で あり、本

学 の力量向iを 示す ものと喜 んでい ます。

当教室 は、昨夏、第2代 教授 と して菊池健次郎先

生 が就任 され、心疾 患 ・高血圧 ・腎疾患 ・呼吸 器 ・

脳 血管障害 ・神経 を含 む広い領域 を視野 と してい ま

す。幸い教室 には数 多くの人材 がお り、臨床と研究

の双 方で頑張 ってい ます。私 の役割 は教授 の手助 け

を し、これ らの人た ちに、のびの びと活躍 して もら

う場 をつ くることと考 えて います。皆様 の ご助言 ご

助 力をお願い致 します。

(内科学第一講座 助教授)
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卒業後10年 に思 うこと
スズ タニ

第5期生 錫 谷 達 夫
(細菌学講座 助手)

鮮

今 か ら11年 前。臨床実習 も終 わろ うと して いた頃。

いつ の時代の医学生 もそうで あるよ うに、我 々も顔

を合わすと決 まって進路 の話 に花 を咲 かせていた。

皆 それぞれに迷 っていたと思 うが、私 もその例外で

はなかった。研究者 に成 りたいとい う夢 は持 ってい

た ものの、一体全体 自分 にその才能 があるか否か皆

目見当がつ かなかった。また、正直 言うと、医学部

を卒業 し皆 が医者 になる中、自分だけが医者 をや ら

ないことに一抹の寂 しさもあった。あれこれ思い悩

んだあげ く、昼 は医者 、夜 は研究者 とい う2足 の ワ

ラジを履 く自信 が ないとい う消極 的 な理 由で、基礎

医学の道 を選 び、細 菌学の大学院 に進 ん だ。

あれか ら10年 。基礎で研 究 を続 けるとい うこ とは

気楽 なようでいて 、はたか ら見 るよ りはず っと精神

的 にきび しい仕事で ある。特 に研究 を始 めたばか り

の大学院生時代 は、働いて も働 いて もデ ータの出な

い 日々が続 き、途方 に暮れた もので あった。 それで

も10年 この仕 事を続 けられたのは、教室の先生達の

お力添 えによるもので あることはhう まで もないが、

よそに勉強 に出 して頂いた経験 も大 きな励みとなっ

た。

卒業1年 目。 「医学部で微生物学 を研究するから

には、 自分 の目で感染症 の患者 さんを診ておきたい。」

とい うわがままを東教授 に話 したところ、快 く聞 き

入れて くだ さり、小 児科で研修 出来 るよ う取 り計 ら

って くだ さった。 わずか1年 で はあった が、仕事 に

対する根性 をたた き込 んで いただ けた ことは私 にと

って大 きな財産 となった。 多 くの教訓 を与えて くだ

さった患者 さん、 そ して将来小 児科 医にはならない

で あろ うことが解 っていた にも関 わらず 、他 の同期

生達 とわけへだて な く教育 して くだ さった小児科 の

先生 達 には深 く感謝 してい る。

そ して大学 院2年 目から、細 菌学でヘルペ スウイ

ルスの研究 を始 めることとなった。 しか し、本 の 上

での知識 しか ない医学部出身者 にとって 、いか に研

究 を進 めるか とい うことはもとより、テーマ を決 ぬ

ること さえで きず、 日々悶 々と過 ご していた。 その

頃、北大薬学 部 ・薬品有機化学 講座 に勉強 にい く機

会がめ ぐって きた。ここでの1週 間は私 にとってカ

ルチ ャーシ ョックの連続で あった。私 と同年代 の人

達 が どんどん 自分の力で研究 を進 めて いる姿 を見て、

知 らず知 らずの うちに自分の中 に住 み着 いていた医

者 とい うプライ ド、 そして それ が実力 を伴 わない奢

りで あった ことをいやと言 うほど思 い知 らされた。

それからは、 とにか く研究者 になるために1か ら始

めよ うとい う覚悟 が出来、吹 っ切 れたよ うに思 う。

そ して何 とか大学院 を修 了、細 菌学の助手 となり、

ロン ドンの研究 所へ3年 間留学 させて いただ くこと

が出来た。 そこで世界 の最先端 をい く研究 を自分 の

目で 見ることが出来た ことは大 きなプラスとなって

いる。

こ うしてこの10年 を自分 なりに振 り返 ってみて、

大変恵 まれた10年 で はなかったかと多 くの人々に感

謝 してい る。そ して改 めて、 「井 の中の蛙 になって

はいけ ない」 と感 じた。旭 川医大 の学生 は、単科大

学で あるとい うこと、 そ して その立地条件 のため、

白分達 と毛色 の違 う人 と付 き合 う機会 が少 ないよ う

に思 う。 これは我 々にとって大 きなハ ンデ ィーで 、

いっ も意識 して 外に外 にと目 を向 ける努 力を しなけ

れば と痛感 して いる。

最後 に、この文章 を読んだ学生 の皆 さん に基礎 を

毛嫌 い されない よ うっ け加 えて おく。研 究は麻薬の

ようなもので、最初 は何 の快感 も得 られ ないが、続

ければ続 けるほ ど止め られな くなるものであること。

だか らこそ飽 きっぽい性格の私 が10年 も続 けてこ ら

れたのだ とい うことを

●.
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10年 目 に 思 う こ と

現 在勤務 してい る病院で年末 に駅伝大会 があり、

日常走 る機会の全 く無 い私 も、大学時代 に距離 スキ

ーをやって いた とい う実績 を買 われ そのメ ンバーと

なっている。個人競技 ならともか く駅伝で は皆の手

前歩 くわけにもいかず 、勤務終 了後真暗 い中で少 し

練習 を始 めた。久 し振 りに取 り出 したラ ンニ ングシ

ューズにはマ ジ ックで 「旭医」 と書いてあ り、ずい

分物持 ちが良 いと感心 した が、使用が年 に1～2度

で は当然 か もしれ ない。そんな時 に旭川の同級生 か

ら電話 があ り、卒後10年 になるので何 か書 いて くれ

との事であった。昭和か ら平 成 になり単純 に引 き算

がで きない事 もあってか、 日常の中で特 に意識す る

事 がなか ったが、この ランニ ング シューズ をはいて、

神楽岡 を走 った日々か ら既 に10年 が経つ ので ある。

医師に成 りたて の頃 は10年r.の 先輩 とい えば何で も

で きる神様 のよ うにみ えた もの だが、現 在の私 はど

うであろ うかと考 えると赤面 の思 いであ る。

ア ッとい う間に過 ぎた感 のある10年 間だが、振 り

返 ってみ ると医師と しての基礎作 りの期間だった と

い える。

卒後の大学病院で の2年 間の研修、続 く関連病院

での2年 間の勤務 、この4年 間を私の所属す る千葉

大学第2内 科 では初期研修 と位置付 けてい る。大学

での2年 間 は3ヶ 月あるい は6ヶ 月単位で各 内科 の

各 グループをローテ ー ション した。私 も血液、呼吸

器、消化器、腎臓 、循環器、内分泌 ・代謝、 そ して

アレルギー ・膠原病 の各 グループ を回 った。 それぞ

れは短期間であ り各疾患の"さ わ り"を 学ぶのが精

一杯であった が
、何 よ りも貴重だ った事 は各 々の専

門家 と面識 を得た事である。後々 こまった事、不明

な事 があった時 これ ら専門家 に気軽 に相談で きる事

は、自分 の医療の幅 を広 げるの はもちろん、 その患

者 さん にとって も大変利益 になる事である。最近専

門分化 の著 しい内科であるが、己ので きる事 とで き

ない事 をはっ きり認識 し、で きない事 につ いて はす

みやかにその専門家 に相談 あるいは紹介 する システ

ムを持つ 事が一内科医 と して は極 めて重要 な責務で

あると思 われる。

第5期 生 伴

(国保国吉病院内科)

俊 明

初期 研修 の後半 の2年 は国 立柏病院 に勤務 した。

現在 は統合 され ガンセ ンター東病院 となってい るが、

私のいた頃 は市民病 院的性格 を持 った一 般病 院で、

それこそ様 々な患者 さん を診察 し、治療す る毎 口で

あった。先輩 の助 言 ・指導 を受 けながらの勤務 であ

るが、 主治医 と して外来 ・入院の患者 さん に接 す る

場合 には最終的 な全責任 を主治医た る自分 が持つ 事

になる。 その責任 の重大 さと そこに見いだせ る喜 び

を強裂 に自覚 させ られたのがこの時期の研修 であっ

た。

初期研修終 了後の3年 間 は大学 に戻 り、内分泌研

究室 に所属 し専門の臨床 を学 び、 コレステ ロールの

細胞内転送蛋白 につ いての研究 を行 った。臨床 を し

研究 を続 ける事 はなか なか難 しく、よ き指導者、 そ

して苦労 を共 にす る仲 間がいて は じめて可能 となる

よ うに思 われ る。私の場合幸 い両者 にめ ぐまれ、何

とか継続で きた感 がある。

その後 の3年 間 は米国国立衛生 研究所(NIH)に

留 学す る機会 をいただき、Kohn博 士の もとでTSH

レセプ ターの研究 を行 った。アメリカの研究生活で

感心 した事の一・つ は、研究者間の交流 が非常 に盛 ん

でかつ実際的で ある点で ある。電話一本で最新 の情

報 ・技術 を交換 し、直 ちに自分の研究 に応用 してい

く事 は最 先端 の研究 を してい く上で不 可欠で あるが、

これ が非 常 にスムーズにかつ 効率的 に行 なわれて い

る。 日本 が学ぶ べ き事の1つ であろ う。

こ うして振 り返 ってみると、 どの時期 、 どの場所

で も常 に周 りの人々 に助 けられ、教 えられて歩んで

きた10年 間であ った。現在後期研修 と してこの病院

に勤務 してお り、 多少 な りとも周 りを助 け、教 える

べ き立場 であ るが、以前 と して助 け られる事 の多い

日々で ある。
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第3学 年 加 藤 裕 司

解剖実習初 目、初 めて 入る実習室の雰囲気 は、一

種異様 とも思 えるよ うな緊張感 が漂 ってお り、前 臼

緊張の あまりよく眠 れなか った私 は、その雰囲気 に

押 し漬 され そうで あった。他 の人の表情 は硬 く強張

ってお り、他 の人 か ら見れ ば私 もそうであった に違

いない。 そ して初 めて御遺体 に触れた瞬間、緊張 は

極限 に達 した。 その時の感覚 は今で も鮮明 に思い出

すことが出来 る。

約3ヶ 月に渡 る解 剖実習 を通 して、私 は非常 に多

くの貴重な経験 を した。 それらの 多くは、解剖実習

で しか得 られ ない もので あると思 う。

その一一つ は、人体構造 を実際 に自分の 目で 見て、

理解で きることであ る。 大部分の人達 と同 じよ うに

私 は ヒ トの体 の中 を見るの は初めてであ り、目の前

に次 々と現 れ る全て のもの が新 鮮であ り、人体構造

構築の巧妙 さにただ驚 くばかりであった。 この よう

な驚 きは、机 』での解剖の勉強 で は得 られなか った

もので ある。 また、実習 を通 して理解で きた事柄 も

多 く、机 上の勉強 の限界及 び実習の重要性 を痛感 さ

せられた。

実習で得 た 貴重 な経験 は他 にもある。 それ は御遺

体 に直接触れ、自分 で解剖 す るこ と によ り、人 の

「生」 と 「死」 にっ いて 考え させ られたことである。

実習以 前 に漠然 と恐怖 に似た ようなものを死 に対

して感 じていた。 しか し、 その よ うな恐怖心 は御遺

体 に直接触れ、解剖 を進 めてい くうちに小 さくなっ

てい き、眼前 にある死 を客観的 に冷 静に見つ め るこ

とがで きるようになってい った。更 に死 を見っ める

ことにより、漠然 とで はあ るが 「生」 の尊 さを実感

で き.るように なったのであ る。

以 上述べた様 な貴重 な経験 は、献体 して くだ さっ

た 方々の篤志 が無 ければ、得 られなかった ことは 言

うまで もないことで ある。 その貴 重な志 を忘れるこ

となく、目指 す医師 になる為に、H々 努 力 して いこ

うと思 う。

蓼鱒

一
第3学 年 角 谷 諭 美

6月25日 、解 剖学実 習が終 わりま した。約2ヶ 月

半 、ほとん ど毎 日向 かいあって きた御遺体 をお棺 に

お さめながら実習期間 中の ことを思 いだ してい ま し

た。 そ して実習 がくJわり実習室の外へ 出ると、 それ

まで は りつめて いた糸がぷ っつ り切 れたよ うな気が

しま した。

実習初 日、 それ まで は想像す るだけだった御遺体

が目の前 に横 た わって いるとい うだけで圧倒 されて

しまい、恐 る恐 る実習 を始 めま した。回 が進 む につ

れてだんだん と ミ解剖 するこ ことには慣 れてい き、

教科書だ けでは よく理解で きなか ったことも実際 に

自分の 目で見て 、手で解れ ることによって理解す る

ことがで きた と思います。私 はあ まり優秀 な学生で

はあ りませんが、自分が解 剖 した部 分は、 きっとず

っと忘れ ない と思います。 しか し、 ミ御遺体 を解剖

体 とみ る≒ ことには慣 れることがで きず 、実習中は

いっ も無 理 に 「ただの物体 だ」 と考えるよ うに した

り、班員 と話 をす ることで気 をそら した りしてす ご

し、その 日の大切 な所 だけ確認 した ら逃 げるよ うに

実習室 を後 に していま した。医学生 と して は失格 か

も しれ ませんが 、私 が実習 に集 中 しきれなかったこ

とには理由があ りました。医大病院 に入院 していた

祖父の ことがいっ も頭 にあったか らです。祖母や母

らが交代で看病 に来て いたので、私 は兄舞 いに行っ

て話 を した り少 し手伝 いをす る程度で した が、死 に

だんだん と近づ いて い く祖父 に朝 や昼休 みに会い、

それか ら実習を して終 えた らまた病院へ行 くとい う

生活 が続 き、毎 日気持 ちの切 り換 えが必要で した。

6月 の初め に祖 父が亡 くなり、私 はその病理解剖 を

見せて もらい ま した。先生 達 はとて も親切 に説明 し

て くだ さり、私 はここで も一生忘 れ られ ない経験 を

す ることがで きま した。

この よ うなこ とがあ り、私 は医学生 と遺族の両 方

の気持 ちを持 って実習 にむかって いま した。実習は

忙 しく、身心 共 に疲れ ま したがなんとか無 事 に終 え

ることがで きて少 し自分 に自信 が持てた気 が します。

合同慰霊祭で読み あげられた祖父の名前 を聞 きな

がら、いつ も私 の勉強のこ とを心配 していた祖父と、

私達 のために献体 して くだ さった方 々のため にも、

これか らますます頑張 って いかなけれ ばならないと

思い ま した。
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一
■ 麻酔 ・蘇生学講座 ■ 赤間 保之

麻酔学講座 は昭和51年4月 、小川秀道教授の就任

をもって開設 され、同 年11月 、附属病院の開院 とと

もに手術部 における麻酔業務 が開始 されま した。同

時 にペイ ンクリニ ックの外来、入院治療 も始め、5

階東病棟 に病床 を12床 確保 し現 在 に至ってい ます。

昨年か らは、かねて よ り文部省 に申請 していた講座

名の変更 も許可 されて、麻酔 ・蘇生学講座 に、診療

科名 も麻酔科蘇生科 となりま した。創設期の人手不

足の苦 しい時期 も教授の もと乗 り越 え、現 在医局員

は40名 を越 えるに至ってお ります。本年4月 よ りは

助教授 に久保 田宗宏先生 が着任 され、 スタッフの一

層の充実 がはか られま した。

現在 、大学 には20名 が在籍 し臨床、研究 に従事 し

てお ります。 また 、20名 を越 える医局員が道北地 方

を中心 に12ヶ 所 の地域の基幹病院の麻酔科 で活躍 し、

多くはペ インクリニ ック外来を開設 し、地域住民 の

疹痛治療 にも精 力的 に取 り組 んで います。新入医局

員は、大学 での初期研修 を終 了 したの ち関連病院や、

東京、札幌 などの救急、集 中治療の専門教 育研修 病

院 に派遣 され、麻酔科蘇生科 が中心的役割 を期待 さ

れている附属病院集中治療部、救急部での活動の準

L}一}}一
■ 生 物 学 ■ 立野 裕 幸

昭和60年(か ぐらおか第44号)に 研究室 を紹介 し

て以来、今 同が8年 ぶ りの再登場 であ る。 卒業生 や

2年 生以上 の学生 諸君 にとって は生物学教室 とい え

ばアフリカツメガエル、チ ャイニーズハムスター、

ウニ、染色体等でお な じみで あるら しい。 ときどき

卒業生 がカエ ルや染色体 のことで質問 にやって くる。

昨年 、初代教授の美廿和哉先生 が定年退官 され、現

在は上口勇次郎教授が教室 を切 り盛 り して いる。

当教室の研究テ ーマは開設当初 か ら一貫 してお り、

ヒ トで 多発 してい る染色体異常の メカニズムを直接

配偶子(卵 子 、精子)レ ベ ルで解析 しよ うとい うも

のであ る。特 にここ数 年間 は、 ゴールデ ンハム スタ

ー卵子 とヒ ト精 子を異種間体 外受精 させて ヒ ト精子

染色体 を直接分析 す る技術 を駆使 し、 ヒ ト精子 にお

ける染色体異常の 自然発生率、お よび放射線や化学

物質の影響調査 を活発 に行 なっている。 また最近で

は、精 予だけで なくヒ ト卵 子の染色体解析 にも取 り

組んでいる。 これ らの研究成果 は国 内外の関連分野

で高い評価 を得てお り、美甘先生(現 在 は伊豆 に在

住)や 上]教 授 に学 会や シンポ ジウムでの講演依頼

が度々 きて いる。 また、美甘先生 が今 年度のU本 人

備 を行 って います。

研究面 においては、成果 が直 ちに臨床 に反映で き

るもの との 方針 に従 い、多彩 なテーマ と取 り組んで

います。研究 グル ープ に は大 学 院生 を中心 と した

「薬物 の蛋 白結 合」
、高畑助 手 による 「吸 入麻酔薬

の心機能 への影響」、藤本院生 による 「吸人麻酔薬

の腎機能 への影響一MRSに よる解析」、赤間 、玉III

両助 手 による 「星状神経節 ブロ ックの脳血流 、免疫

能への影響 」、高田 による 「水痘 帯状庖疹 ウイルスの

研究 」 などがあ り、成 果は内外の学 会で逐次報告 さ

れ注 目されて い ます。 また中国 人留学生 も加 え、東

洋 医学 や漢方 薬の研究 も盛んです。

医師過 剰時代 が取 りkげ られることが多い中で、

麻酔科医 は北海道 はもちろん全国的 にみて もかなり

の人手不足で す。麻酔科 医の仕事 は、まだ一般の人

々には ト分認識 されて ると はいえ ません。 その仕 事

は一 見地味 なが ら、患者 さんの呼吸、循環 管理 など

生命 に直接関 わる重要 なもので す。 さらに、最近 は

手術術武 、ME機 器、薬剤 の発 達 により麻酔法 も複

雑化 し、麻酔科医 は病態生理、臨床薬理 に精通 し、

素早 い判断 力と優 れた技術 が求め られ るよ うになっ

てい ます。一人で も多くの学生 さんが麻酔科 に興味

をもた れ、一生 の仕事 と して選択 され ることを強 く

望 みます。(麻 酔 ・蘇生学 講座 助手)
一 一 一二 二=====コ

類遺伝学会賞 を受賞 された ことは、教室員 ばか りで

なく、これ まで当教室で研究 に携 わった多くの者 に

とって大 きな喜 びである。

ヒ トの配偶 子の染色体研究以 外 にも、ウ シや ヒツ

ジ精子の染色体 解析 、ハム スター卵子 の凍結保存 、

哺乳類卵子DNA修 復能の種間差等、旭川医大生物

学教室 ならで はのユニークな研究 が行 われて お り、

国内外 から研修 や共同研究の申 し人れ も相次 いでい

る。 多忙 ではあ るが、多くの研究者 と交流で きるこ

とは大変嬉 しい ことで ある。 これ ら多 くの研究成果

が講義、実習 にも大いに生 か されて いることは学生

諸君 がよく知 るところで あろう。

当教室の研究 ・教育 を支 えているの は上口教授 を

筆頭 に、立野 講師、渡遣誠二教務職 員の研究 スタ ッ

フ3名 とチ ャイニーズ、 ゴールデ ンの両 ハム スター

の繁殖 と飼 育 をいって に引 き受 けて いる渡辺美江技

官(最 近ではツパイの飼育 にも携 わって いる)、 事

務 ・般、実験 器具の洗浄 、そ して染色体分析 にいた

るまで スピィーデ ィーにこなす小桧II1和子補助 員、

細胞培 養か ら染色体分析、卵子 の凍結保存 、顕微鏡

写真撮影 まで正確 にこなす堀川陽子(旧 姓山本)補

助 員の計6名 で ある。常 に情報 の発信基地で あ り続

けようと6人7脚 、研究の最前線 でがんばって いる。

(生物学 講師)
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解 剖 ℃体 態 霊 ・式 公 衡無騰 座
平成5年 度解剖体慰霊式 が、9ry22C1(水)午 後1時

30分 か ら本学体 育館 において執 り行 われ ま した、、

式 に参加 した御遺 族 ・御来賓 ・本学教職 員 ・学生

は、本学の教育及び学術研究のため に尊い御遺体 を

提供 され、医学発展の礎石 となられた123名(病 理

解剖33名 、法医解剖59名 、系統解剖31名)の 方 々の

御遺徳 を偲 び御冥福 を祈念 しま した、,(庶 務課)
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本年度の公開講i座は、10目1日 から26日 の期間 に

10回 にわた り、二.ユー北海ホテルを会場 に実施 され

ました。

今年 は 「知って おきたい消化 器病のいろいろ」 を

テ ーマ に、 東副学長 を実施 責任 者となり、本学の教

官10名 が時折ユ ーモ アを交 えなが らわか りやすく講

義 しま した。

本学の公開講座 も8回 口を迎 え、市民 の関心 も高

く、受講 者は終始熱心に講義 に聞 き入ってい ました,、

(学生課)

教 暫 ∵の 異 勘

が ※昇 任

グ
※転 出

※配置換

平山 隆 三

山下 裕久

飛世 克之

廣川 博之

5.10.1整 月:多タト手斗ド1乏口力孝文中受

5.11.1内 科 学 第 一 助 教 授

5。10,2内 科 学 第 ・ 助 教 授

5.11.1眼 科 学 講 座 講 自lii
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本 間 龍 也

季節外 れの採用挨拶

この3月 に北 海道大学工学研究科博士課程 を終 了

し、4月1日 付け を持 ちま して講師 に採用 され旭川

の地へ や・)てきま した。採用か ら半年以 トもた って

い ますが、 まだ 一部の学生 と しか講義で顔 を合わせ

て い.ませんので、着任の挨拶 を兼ね略歴 を述べたい

と思い ます。

私 は札幌で生 まれ、親の転 勤で道内 を点 々と し再

び札幌へ舞い戻 りま した、,高校 、大学生活 を札幌で

過 ご し昭 和63年3月 に北 海道大学 工学部 を卒業 しま

した。引 き続 き大学院 に入学 しこの3月 を持 ちまし

て、博 上課程 を終 ∫しま した。小学校 入学以 来21年

問、学生 を職業 と していた ことになります。学生 の

頃(と いって もつ い半年前のことです が)、 「人生 の

1/3近 くも学生で、果た して これで いいのだろ うか」、

と不安 に思 った こともあ りま した。で もむ しろ学生

で良か ったなと感 じたこ とのhが た くさんあ りま し

た。 その1つ に、理系の人間で ある私 にで さえ山岡

荘 八の 「徳月1家康」 を全巻読破 した り、1】訓1英 治の

「三国志 」を丸 三日で読破 した りで きるほど小説 を

読む時間 がた く さんあった ことです。 ちょうど教養

生 の頃で した が、そのころ出 会・)た小説 が現 在の白

分の個性及 び思 考回路形成 に役立 ってい るよ うな気

が します。

北大で は1,2年 が教養で2年 後期 か ら学部移行

し3年 後期 まで専門課程の講義があ ります、,4年 生

になって初めて研究室へ配属 され、研究 を始め るこ

とになりま一む,私 は学部、 大学 院 を通 じて高温超伝

導体 について研究 して いま した、、もちろん学位 も「司

じテ ーマで取 りま した、、このテーマは自分にとって

ラ イフワークになるなと感 じ、このテーマ を自分 な

りに白由 に研究で きるポ ストを探 し、本学 に来 るこ

とになりま した、,紙面の都 合⊥研究 につ いて はまた

次の機 会(永 久にこないことを望 み ますが)に で も

お話 したい と思 い ます。

学生の皆 さん、 まともに物理 を勉強 して それで飯

を食べ るとなるとこれほど難 しい学問 はない と思 い

ます。ただ、教 養と して身 につ けるとい う点ではこ

れほどお も しろい学問 もまた ないと思 います。毛嫌

いせず、一緒 に頑張 りま しょう。末尾 にな りま した

が、諸 先生 方、若輩 者ではあ りますが今後 とも宜 し

ぐd」'原貞い します。

(牛勿∫璽学1溝 自巾)
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